
第一章 舟を岸につなぎなさい 

 
数十億の蟻が笹舟に乗って、近づく滝壷も知らずに流れて行
く光景を想像してみて下さい。蟻たちは自分たちが笹舟に乗
っていることさえ知らないようです。知らないから、協力し
合うべきお互いが、憎み合い、おとし入れ合い、欲張り合っ
て、策略と闘争に夢中です。 
 舟が滝に達して転落すれば、敵も味方も全滅なのに。 
 これが人類の現代の様子を端的に絵にしたものです。 
 
今、あなた方は戦争を恐れたり、核兵器の使用を憂慮したり
しています。実際これらは恐ろしい問題です。しかしこれよ
りもっと恐ろしい問題を我々が持っていることにお気づきで
すか？ 
 
この問題に気づいたら「戦争問題などで大騒ぎしていられる
ような悠長な時代はもうとっくに人類の上から過ぎ去ってい
る」ことに、あなた方は驚き、目ざめるでしょう。 
 
それ程恐ろしく、それ程重大な問題に全人類は今、直面して
います。 
 



この問題を見落としている限り、仮に今、戦争をやめ、核の
問題が解決したとしても、人類の運命は好転したことにはな
りません。 
 
なぜなら、それらの問題は「蟻たちの間だけの、つまり船の
上だけの問題であって、蟻たち全部を乗せている笹船そのも
のは船の上が戦争であれ、平和であれ、おかまいなしに滝壺
に向かって流れ続けているという大問題」とは無関係だから
です。 
 
実際にはあり得ないことだけれど、もし世界中から戦争がな
くなったとしても、人類全体としては日々確実に滅亡に向か
っているのです。今日の医学の進歩で個人の寿命は延びたと
思っている人がいます。しかし、個人の寿命と、全人類を一
括にした寿命は別個のものであります。 
 
ともあれ、全人類の転落という大問題に気づいて、この対策
に着手しないかぎり、世界が何を協定し、何を実行しようと
「転落の運命はそのままたゆみなく進んでいる」というわけ
であります。 
 
大切なことは、舟を岸につなぎ止め、蟻たちが上陸できるよ
うにして、悲劇的運命からまず絶縁することです。 



 ここでいうところの 
   笹舟とは何か 
   流れとは何か 
   滝とは何か 
   岸とは何か  
 
お聞きなさい、これこそ人生の出発において、しっかりと心
魂に銘記しておくべき肝要の問題でした。 
 さてお聞きなさい。 
 山河草木 
禽獣蟲魚（きんじゅうちゅうぎょ：鳥、動物、虫、魚のこと
）大地大海空気大空 
日月星辰（にちげつせいしん：太陽、月、星のこと）など、
当然人間も含んで一切万物は、もともと総合的なひとつなが
りの大生命体です。これは三千年も前からわかっていました
。それなのに一般には今日まで、このことを明確に意識する
ことなく来ました。 
 
総合的ひとつながりのものであるから、一切万物は、どんな
ものであれもれなく他から他へと密接な相関関係があって、
どれが尊く、どれが卑しく、どれが必要、どれが不必要であ
るというものではありません。それなのに人類は、いつの間
にか「人類は独り尊く万物から超脱しているか、あるいは万



物と対立しているか」のごとく錯覚しています。それで「自
然を征服する」など突拍子もないことを平気で言ったりして
います。 
 
この錯覚こそ、人類の罪悪のそもそもの根源です。つまり、
むさぼり、怒り、愚痴を生む母体の根本無明（こんぽんむみ
ょう：真理に対する無知）であります。 
 
この錯覚の上にでーんと乗っているのが、国を問わず、人種
を問わず、人類全体であります。 
 
その錯覚の笹舟に乗って行動してきた人類は、何をしていて
も一切錯覚の連続帯であって、その連続帯が何千年をかけて
巨大な流れとなって、今日では逆に人類をその流れの上に翻
弄するようになりました。 
 滝というのは、 
 
錯覚の連続帯であるところの「流れ」は当然のことながら行
きづまりの断層に至ることを言ったのです。 
 岸、 
 
一連の生命体であるところの万物の間には、自然な相関関係
と、その関係を調整するための自然の大秩序があるわけです



。永遠不変の大秩序が。 
 
この永遠不変の大秩序のことを岸と言ったのです。この大秩
序を的確に識別して、これに従って生活をすることをもって
、舟を岸につなぐというのです。 
 
この永遠不変の大秩序から逸脱することなく人生を運営して
いくという最も大きくて、最も重要な第一義を、少数の例外
は別として、世界中の政治は今日まで取り上げて来なかった
のです。 
 
この第一義に基づいて人生の進行方向を大回転しない限り、
今後も引き続き、どんな努力が払われても、いたずらに転落
の滝壺に急ぐばかりです。 
 
ともあれ、一切の問題は、笹舟を岸につなぐという一事に傾
注されるべきであります。 
 
 

第二章 潜在意識が容認しているもの 

 
人類が滅亡の滝壷に近づいているのを、あなたもご覧になっ



ているでしょう。戦争が無くても、原爆が無くても、もう終
幕に近いと。 
 
愛情も信頼も急速にうすれ、嘘も偽りも平気になり、疑い合
い、そむき合い、おとし入れ合って、他の不幸を待ちもうけ
る。たちまち死にたくなり、たちまち殺したくなり、訳なし
に傷つき、傷つけ合う内部からの崩壊なのです。 
 
薬を飲み、養生訓を尊重し、医術の進歩に驚嘆し、一日中健
康法にかかずらっていても、内部に死にたい心が起これば、
ひとたまりもない命。死にたくなくても、殺したい奴にぶつ
かれば、あっけなく最期です。その上、天災と災害は善人も
悪人も見分けることなく襲う。これはあなた方個人だけの話
ではありません。 
 国々をごらんなさい。 
 
互いに他国の滅亡を乞い願うどころか、同報でも、せめぎあ
って、殺人と破壊の道具を造っても造っても、足りないと思
いつつ、ついに敵も味方も一緒くたに滅ぼすものを造ってし
まいました。 
 
善いことといえば決して一致団結できないどの国も、こと殺
人と破壊の戦争ともあれば、見事に国家をあげて一致団結す



る。総じて、自己を破壊に導くものなら、何によらず熱中す
るが、少しでも人類の立ち直りを志す者があったら、全力を
尽くして咬み（かみ）つく。 
 
国家といわず、個人といわず、実質的には人類すべてが破壊
と殺人の怪物になっているかのようです。つまり人類は、人
類の一番の大敵と化してしまっているかのようなのです。 
 
このことをしっかりと認識なさい。なぜ自分で自分の大敵に
なっているのかを。 
 
いや、あなたの潜在意識は、もうとっくに自分が善人ではな
いということを知っており、文明も文化も真の生命の維持法
という立場から見ればそう大切なものとはいえないというこ
とも知っているのです。文明文化に酔っぱらって、罪もない
万物をあまりにも傷つけ、汚し、迷惑をかけすぎたことも知
っているのです。それで今日では自業自得の滅亡を、喜んで
容認しているのに違いありません。そこで、自分で自分を処
罰しようと決心して、かたうらみの無いように、残らず平等
の全滅を目指して、その用意万端、手落ちなく終ったという
ところでしょう。ことのついでに、人類を住まわせたバカな
家主の地球をも道連れに、百ぺんでも爆発させる段取りも忘
れはしなかったと。 



 さあ、用意ドーンです。 
 爆発させなさい。 
 幾十億、総自殺なさい。 
 
そのための莫大な金と努力と、そのようなものを造った者、
造らせた者への感謝と賞賛と激励が無駄にならないように、
思いっきり、ズズーンとやりなさい。 
 
あなた方は、そのようなものを造るにことには、露ほども疑
惑を持たず、そのようなものを造りながら一瞬もためらわず
、何が何でもびくともせず国民を酷使し、絞り上げて、殺り
くと破壊のさまざまな準備をやってのけられると見込んだ者
を、国家の代表に、あるいは、あらゆる部門の選手にするの
です。 
 
しかし彼らには罪はありません。あなた方の潜在意識の総決
算として選びだされたのが彼らであり、さしづめあなた方が
彼らを生んだ母胎ですから。 
 
今、誰かがあなた方に、人類の立ち直りと、地球をもう一度
清新ならせるために、少量の金と少数の人間を動員しなさい
、といったら、あなた方はその言葉に対してどんな反応を示
すでしょう？ 



 
「とんでもない、我々の努力と金は、破壊と総自殺のために
ならば捧げますが、人類の立ち直りだの、地球清新などとい
う手合いとは無関係です。ああ、それどころじゃない。こん
な地球などに全然魅力ありませんね。地球から逃げ出すため
の用意で、今夢中なのですよ」 
 
なるほど、私も目を持っている以上、そうと察していたんで
すが、しかしこの地球にはまだ希望をもっている人もあると
思ったんです。少なくとも私と私の知人は、この地球から亡
命しようなどとは思っていません。どんなものでしょう？あ
なた方、たとえ他の天体に移住できるとしても、人類全員が
移住できるのではないでしょう？ 
 
少数の者が行けるかもしれない、ということだけのために、
大多数を犠牲にすることはないでしょう。 
 
いやいや、お聞きしますがねえ、あなた方、本当に地球から
亡命したいんですか？ 
 本当はあまり亡命したくないんでしょう？ 
 
だったら、天外に向けている目を一分位は残してもいいから
、九分は地上に戻しなさい。上の空、ということは、とかく



不吉をはらみがちです。先ずは、足元用心と行きましょう。 
 
さて、ご覧のとおりです。大切な自分と、家主さんを打ち壊
しておいて、今さら 
 何の発見？ 
 何の発明？ 
 何の成功？ 
 何の進歩？ 
 
なおまだこのまま進んだら、発明も発見も空しく残して、人
生劇場はやがて一巻の終わりです。 
 
たった今全人類が当面しているこの大悲劇の前には、もう単
なる平和論など役に立ちません。従来の世界の道義を守るこ
とや功績をたたえることも（原文は「世界道義顕揚も」）、
国際親善も無力に等しく、また、共産主義でも民主主義でも
間に合いません。 
 
これまでも今日も、大政治家あり、大思想家あり、大発明家
あり、大科学者あって、続々と驚異的な発見をし、発明をし
、教育の網もまた、世界中に張り巡らされ、大小さまざまの
主義、思想、組織等々、寝る間も惜しんで活動してきたもの
です。 



 
なのにこうした努力が全然報われずに、人心は荒廃への足並
みを決して変えず、社会の混乱は日を追って加速し、天災や
災害はしきりに起こるのです。 
 何故？ 
 
たった一つ、人生観そのものに、大きな錯覚を持っているか
らです。 
 
この最初の致命的な誤りが、長い年月の間に、大きな齟齬（
そご：くい違い）の流れとなって現れているためです。 
 
してみれば、この錯覚の上に立脚して出発している今日の世
界の経済機構や政治基盤や教育方針などが、今後も現在のま
まで進んでいくのなら、いかなる配慮も努力も、今日までが
そうであるように、すべて水泡に帰するでしょう。 
 
ここに根元の誤りを究明し、是正する運動の必要性がありま
す。 
 
この運動にあたって、まず無くしてはならぬものがたった一
つあります。 
 それは何か。 



１、世界の過去、現在、未来を一貫する歴史の底流を発見し
、 
（本文は「能見」となっています。意味がわからないので、
発見としました） 
２、万物の相関関係とその実質を究め（きわめ）、 
３、風嵐雨雪、地震、雷電、津波など万象の由来と、その果
たしている役割を認め、 
４、万物が有している感覚や感情というものの存在意義を達
観し、 
５、これら一切をひっくるめて、生成展開活動している自然
界の、古今を貫いて存在する永遠不変の大秩序を識別する。 
こうした眼を持つ人から出てくる理念であります。 
 
万物はそれぞれ、その属性についた特性を有し、個々におい
ても特異性を有して、それぞれに自治の生活をしていますが
、それらは同時にひとつとして孤立しているものはなく、一
連の大生命体なので、それぞれの生命の維持法は、必ず他の
万物の生命との合流法に適していなければならないのであり
ます。 
 
この一番大切なことを長い間無視してきた人類が、当然とし
て至った今日の自己崩壊と、それゆえに人類が万物に及ぼし
た悪影響の次第を、はっきりと見て、その処理法を具体的に



指導できる人の眼であります。 
 
今あなたがたの潜在意識は、自業自得の滅亡を容認して、そ
の準備を終えました。しかし準備完了して見たら、心の奥底
で何かが突然目を覚まし、何かを希い（こいねがい）、何か
をひた向きに待ち始めたのではありませんか。 
 何を希い（こいねがい） 
 何を待つのか  
 
それは、このような眼による指導理念の出現を希い（こいね
がい）、待っているのに相違ありません。 
 
ここにそうした見地より出た理念の一片を贈る次第です。そ
して、人類幾千年の混沌を切り開き、荒んだ（すさんだ）自
然界を常態に復させる局所はどこであるかを明示して、あら
ゆる組織に活を入れ、あらゆる分野における行動の方向をた
だす（本文は「匡す」）用意が今日の世に必ずしも無いわけ
ではないという希望の一端を表明するものであります。 
 

第三章 岸につなぐ綱 

 舟を岸につなぐ。 
 



この問題を相談するために、各国の指導者による会議を開く
事が、必要でありましょう。  
 ここに舟を岸につなぐ綱があります。 
 綱と言うのは、次の問題の納得と究明です。 
 問題 
１、文明が大車輪で発展すれば、災害も大車輪で大発展する
ことに目を留めなさい。 
なぜか？ 
２、災害の７割までは人間が引き起すものであります。とい
うことは、災害の７割までは人間が防止できます。どのよう
にして？ 
３、今、他の天体への究明と試みが大掛かりになされていま
すが、距離における「より遠く」とか、面積における「より
広く」とか、速度における「より速く」とかいうものと、我
々の幸福の要素、安全とか愛情とか信頼とかいうものとは、
あまり関係のあるものではありません。天体究明も大切に違
いないが、足元にもっと大切な問題があることを忘れてはい
ません？ 
４、医学の進歩と歩調を合わせて患者が増加し、病院と医薬
が氾濫するのはなぜか？また、人命が伸びたという一方、内
部よりの崩壊が加速しているのはなぜか？ 
５、和合調和を招くのが宗教であるのに、宗教と名乗りつつ
、世界に排他反目の巨大な壁を造らせた矛盾と罪に留意し、



反省して、教義の欠陥を正し、信仰の誤りを直しなさい。直
すには？ 
６、文明生活と人口問題についてと、衣食住についての心構
え 
７、精神的美しさが急速にうすれつつある今日において、そ
れらの美しさが再び人類の上によみがえってくる処方箋につ
いて 
８、常に善い悪いと言い続けてきながら、未だに善悪邪正の
判断をする明確なより所を持たないのはなぜか？とそのより
所 
９、人類の苦しみの大一因は、要不要の算定を無視した物品
乱造であり、悩みの最大因は、乱造せざるを得ない経済機構
にある。ということについてと、その重苦から脱する方法に
ついて 
１０、物品乱造の結果、乱費となり、これが人類と他の万物
との関係をどのようにしているかについて 
１１、空気の生体と、その果たしている三大役割について 
１２、科学界に対する要望と、その研究目的についての示唆 
１３、原子力はその使用目的が何であれ、取り扱うこと自体
が災害のもとであるという理由について 
１４、既に貯蔵されている原子力開放にあたっての諸条件に
ついて 
１５、教育は学校に始まってはもう手遅れで、出生と同時に



始まらねばならないということと、その始まりにおける諸注
意について 
１６、以上１５項目の解答がすべて帰着する終点において発
生してくる諸問題について 
 
 以上１６項目中、最も重要なのは、最終の１６項です。 
 
前記１５項目は、あなた方がよく検討なされば、容易に解明
するものであり、もうとっくに解明もしています。 
 
しかいその解明を基調にしたさまざまな具体策を「どのよう
にもっともスムーズに、かつ急速に、現在の社会機構上に適
合させていくか」が問題の重点であり、この重点を取り扱う
のが１６項だからであります。 
 
前記１５項目はすべて帰着する一点があります。今日まであ
なた方が何を求め、何を得ても満足できないで、幸福とは永
続性のないものだとあきらめかかっていたのは、この一点を
見落としていたからであります。１５項目の帰着する一点こ
そ、ついにそれが何であったかを明示するものです。 
 さて、 
 
おしなべて人類が逢着（ほうちゃく：でくわすこと）してい



る現代の大厄難下にあっては、もう単なる我々一個の安全や
、一国のみ中心の安全などと言うものはあり得ません。 
 
この大厄難下から脱出するには、全人類をもって一人格的態
勢になり、これにあたるよりほかに方法はありません。一国
のみで、一組織のみで、一主義のみで、一宗教のみで、など
というような、なまやさしいものではありません。 
 実に、人類総立ちになって、あたるべきものであります。 
 
第１６項は、そうした行動を起こすに先立って、いろいろな
具体策を生み出すところの、偉大な産院であります。 
 
つまり全人類共通の新しき政治経綸（けいりん：国家を治め
ととのえること）を生み出すところであります。 
 
これまでの政治経綸は、おのおのその一国の利害を中心とす
るものでした。 
 
しかし真の政治経綸は、一国のみを中心とするのではなく、
全人類の利害を考慮するものでなければなりません。いやい
や、人類のみと思うところに根本の誤りがあります。必ず必
ず、万物共栄共存であり、古今に変わらず、東西に偏らない
ものでなければなりません。 



 
して見れば、人類の歴史上、今日まで真の政治経綸は行われ
ていなかったというベきであります。 
 そうです。 
 
人類の歴史において、真の政治経綸があなた方の目覚めによ
って、今打ち出されるか、出されないかであります。 
 
この新しき政治経綸こそ、舟を岸につなぐものであり、あな
た方が不安動揺のはかなき笹舟から、確固たる大地に上陸な
さることを保証するものであります。 
      第四章 岸につなぐには 
 
この大経綸からすれば、各国はそれぞれその経綸を行うため
の一ブロックであり、ブロックごとに責任をもってその国々
の風習や気候や気質に照合しつつ、最も効果的にその大経綸
の実現化に努力すべきであります。 
 
ゆえに、この大経綸の産院は各国共通のものであり、各国協
力して建設維持すべきものであります。 
 
また、当然として各国もれなく参与すべきであり、全力を挙
げて協力すべきであります。 



 
場所は各国の最も寄り易いところを選ぶべきでありましょう
。 
 
国民を愛する元首や指導要路にある人々はもちろんのこと、
人類の光輝ある存続をこいねがう人々は、その内心深くで現
代の政治がこのような確固たる大基盤上に置き換えられるべ
き機会を待ち望んでいられたことでしょう。 
 率直に言って、 
 
これまでの人類だけを尊重することに基盤におく政治を俗綸
政治というならば、 
 
万物を互いに尊重する大基盤上に樹立される政治を真綸政治
というべきでしょう。 
 俗というのは、 
 人類のみの福祉追及を基本にするもののことを言い、 
 
真とは、万物共存共栄を基本とするもののことを言います。 
 
この真綸政治によってのみ、従来の俗綸政治による永きにわ
たった不備と貧困をことごとく解決できるものであります。 
 



もちろん俗綸も必要であります。しかし必ず俗綸は真綸に照
合しつつ運転されるべきものであります。 
 しかり、 
 
俗綸を導く真綸の出現こそ、今日人類の断末魔に臨んで、た
だ一つ、起死回生への妙諦（みょうたい：優れた真理）であ
ります。 
 
この大切な世界共通の新しき政治経綸の産院を持つか、持た
ぬか、 
あるいは持たせるか、持たせないかが、たった今存亡の分水
嶺に 立っている人類の運命を決定づけるものであります。 
  
いやいや分水嶺はとっくに過ぎて、滅亡の方向に下り坂であ
ります。 
して見れば問題は、存続の方向に挽回可能のうちに持てるか 
持てないかであります。 
 頭を澄ませ雑念を払って、静かに思いめぐらしなさい。 
人類はこれまでもじっと手を拱（こまね）いていたのではな
いことを。  
 
それにも拘（かかわ）らず、その努力と期待との正反対に、
不幸と不安と不平と 



不満と、揚句に自己解体を招き寄せたのであります。   
 この、目的と結果の何と大きい食い違い！！   
 これは何を物語るものでしょう？ 
 
立脚基盤そのものに誤まりがあれば、いかなる目標も、指針
も、実行も発見も、発明も、成功も、進歩も、努力も、しょ
せん「転落の滝壷（たきつぼ）に突進する笹舟の上の、子供
の戯（たわむ）れでしかない」ことをはっきりと物語ってい
るものであります。 
 
こうしたおりから、人類幾千年来の根本無明を払い、原罪の
正体をはっきりと見究めて、罪業の大河から解放されるたっ
た一度の機会が示されようとしているのであります。 
 この機会を素直につかんで、 
 笹舟を岸につなぎとめ、しっかりと大地に立ちなさい。 
 
（２００９年８月、きくちゆみ 現代語訳） 


